
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①.背景・目的 ②.方法 

④.結果・考察 

⑤.追加実験 ⑥.結論・展望 

 

「Knowledge Tracing の英単語学習への導入は可能か？ 

〜機械学習を用いた個人最適化による学習効率化を目指して〜  
熊本県立宇土高校 2年 吉野泰生 


